
平成2９年３⽉１７⽇（⾦）13:15〜16:45
愛媛⼤学総合情報メディアセンターメディアホール

【開会挨拶】
13:15－13:20 愛媛⼤学理事（学術・環境担当） 宇野 英満

【特別講演】※
13:20－14:20 「我々は何処へ⾏くのか？ ̶⽣命科学から⾒えてくること」

先端研究・学術推進機構 特別栄誉教授 遠藤 彌重太
14:20－14:30 休 憩

【研修】※
14:30－15:30 「研究業務における安全衛⽣関係法令および労務管理の知識と実務」

松⼭労働基準監督署 産業安全専⾨官 ⼭本 和隆 ⽒
労働基準監督官 ⼭本 貴裕 ⽒

15:30－15:40 休 憩

【平成28年度認定RU活動報告】
15:40－15:55 「グローカル地域研究ユニットの研究経過と展望 」

グローカル地域研究ユニット
RU⻑：法⽂学部 教 授 ⼟屋 由⾹（発表者：⽯坂 晋哉）

15:55－16:10 「プラズマ医療，農⽔産応⽤研究ユニットの研究成果と展望」
プラズマ医療，農⽔産応⽤研究ユニット

RU⻑：理⼯学研究科 教 授 神野 雅⽂
16:10－16:25 「電池材料開発研究ユニットの活動状況と展望」

電池材料開発研究ユニット
RU⻑：理⼯学研究科 教 授 御崎 洋⼆（発表者：⼋尋 秀典）

16:25－16:40 「『地域とともに創る』カンキツ科学の新展開 」
分⼦カンキツ科学研究ユニット

RU⻑：農学研究科 教 授 ⼩林 括平
【閉会挨拶】
16:40－16:45 学術企画室⻑ ⿃居 本美

担当・お問い合わせ
研究⽀援部研究⽀援課研究企画・戦略チーム
TEL：089-927-8958
E-MAIL：kikakuse@stu.ehime-u.ac.jp

※「特別講演」と「研修」は，テニュア・トラック教員能⼒開発
プログラム(PD)の研究能⼒開発プログラム(RD)に該当します。
受講される⽅は，12:30から13:15の間に受付を済ませてください。

D'où venons-nous ? Que sommes-nous ? Où allons-nous ?
「我々はどこから来たのか 我々は何者か 我々はどこへ⾏くのか」

これは，ゴーギャンの代表的な絵画に掲げられた題名です。古来から⼈類を悩ませ続けてきた永遠の問いでもあります。
今回のフォーラムでは，先端研究・学術推進機構 遠藤 彌重太 特別栄誉教授による特別講演を⾏い，⽣命科学の

観点からこの問いにどのように取り組んでこられたか，特に，遠藤教授が独⾃に開発された無細胞タンパク質合成法の開発
秘話からこの技術の将来展望，そして⼤学における教育・研究について夢を語って頂きます。
なお，フォーラムの後半では，教職員の安全衛⽣に対する意識向上を⽬的として，研究者に必要な法令や実務の知識の

習得を⽬指す研修会と，「次世代研究拠点と地域の特性を⽣かした研究拠点」の先駆けとなるリサーチユニットの活動報告
会を開催します。
本学の研究⼒の強化を⽬指した⼤変貴重な学びの機会となります。若⼿からシニア研究者に⾄るまで，是⾮御参加ください。


